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(7)-I 修復 q, 透過光で観察した本紙の状態
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紙本著色巻子装 ( 1 巻）
平成20年6月 3 11 ~平成2 1年 3 月 25 11
株式会社松鶴撒（京都市東山区本町 3 T 199 -I -lOl) 
代表 ： 鈴木裕
担当 ： 澤 l」]篤志
京都国立栂物館 文化財保イf修理所 （以者JSrl i如 1,1メ．茶 ）吋 IIIJ 527)
］ ． 形式 修復前後ともに巻子装l巻
2 . 寸法（単位cm)
a . 修復前
本紙．縦 17.3 横 623.3/全体：縦 17.0 横 639.3 
（ 内訳） 縦 横
：紙 17.2 16.4 
第ー紙 17.l 90. 
第二紙 17.1 90.5 
第三紙 17.1 90.6 
第四紙 17.1 90.5 
第万紙 17.3 93.7 
第六紙 17.3 94.1 
第七紙 17.3 81.0 
b. 修復後
本紙：縦 17.3 横 696.0/全体 ： 縦 17.7 横 750.6 
（ 内訳） 縦（含足し紙）横
l―紙 17.7 23.2 
隔て紙 17.1 (17.6) 24.4 





第一．紙 171 (17.6) 
附て紙 17.l Cl 7.6) 
第． ． 紙 ( 111 第四紙） 17.1 0 7.6) 
第四紙 ( I ll 第．：紙） 171 (176) 
第 /I. 紙 J 7.2 (17.6) 
第六紙 17.3 (17.6) 
第じ紙 17.3 (17.6) 














衣紙： 1 リj黄地一· 爪蕊 , i.: づくし牡）·J-J.'1・・ 1'((金襴 （以都）イ．、］•• 西陣製）
兄返 し： 霞砂子散し梢紙 （以都）イl i ,11『:J 11 製）
刺I 竹： 紫柏軸
紐: : 薄紫地アンダー糾 （以都）イ．、r- I I 政製）
保存箱： 太巻芯、桐）吋郎箱 （イ i塚艮 ．：製）
t1 • 1史） ll材料
本紙）JJ L災紙 ： 美涙紙 （岐爪県 艮谷川聡製 2.3匁 ク レ ゾール無）
本紙補修紙： Hm皮紙 （ 古紙）
本紙足し紙 ： 、iJも合紙 om波＋桔 5 : 5 、 滋賀県 ）戊（製）
本紙肉付け紙 ： 災誤紙（岐 1;:.県 長谷川聡製 1.9匁 ク レ ゾー ル無）
折伏せ ： 災涙紙（岐 1;:.県 長谷川聡製 2.7匁 ク レ ゾー ル無）
本紙増裏紙：｝限 I I 災栖紙 （奈艮県 Iｷ 代 11 ·: . 製）
1,. り て紙 ・ 忍木紙：｝雁皮紙 （兵）ポ県 谷肌f製 ）
1料 て紙 ・ 券木紙増災( J ) : ijI 肉 災栖紙 （奈艮県 此布男製·
lMｷ て紙 ・ 忍木紙増災( 2 ) : /以 I I 災栖紙 （奈艮県 此布·男 製）
瀧l裂'. JJJ贔紙 ： 典 J t. 1 1 1青 （以都府· 糾 I I i i消 製）
哨氏裂· 上VI 公紙： i躯 I I 災栖紙（奈艮県 lも布 • 男 製）
本紙総必紙： i」も合紙 (}fffiJ支 ＋ 梢 7: 3 、 滋賀県 ）戊(-製
N. 修復前の状態 ・ 問題点
I. 本紙につ いて
. JJ↓状では令し紙からなる忍 (装である 。 本紙各紙の袖臼こ は、過 1扱• の修則の際に付 さ れたと 息 オ
が第紙、第―~今紙（現第 四紙）、第 ／［紙 、 第八紙、第じ紙にイi'M 認で C 、
九 とある（図 1 2) 。
狐If:.の本紙の紙数と介わないことから途中欠失が考えられる 。
錯簡があることが考えられる 。 翡討，h との比較検討に より、 全九紙





• 本紙の状態は巻頭から巻末にかけて縦折れが多発 している 。 折れ山が巻子の開閉に伴い擦れる­
とで損偽が進行しており、料紙においては擦れが、彩色部分においては顔料等の剥落が進行.-1-
要因とな っ ている 。
• 本紙を透過光で観察すると、過去の修理において不均ーに相剥ぎされており、制作当初の）以み
比較し、かなり脚い状態の箇所が多い と 推測される 。
・ さらに本紙天地は図像の残り方か ら判断して、過去の修理の際に裁ち落とされている と名えられ
る 。 ただし第二紙の奥側継目付近でも図像が裁ち落と さ れているように見える箇所があるが、本
紙ー紙寸法の長さは、他の本紙と比 , 1咬してもほほ同じことから、裁たれているとは断定できな し。
． 欠失箇所には補修が施されてい る が、欠失部分に対して補修紙が裂か ら大 き ＜ 当 て ら れてお り
料紙表面に段差が生 じており、 今後損慟が進行す るおそれがある 。
• その他、画面上には付培物及び汚れ等 も 1雁認で き る 。
2. 表装 について
・ 表紙に）廿いられてい る金襴は経年の収り扱いにより劣化しており、八双付近及び人地の：）［みがWi
惑であ る 。 見返しには無地金筍が川い ら れてい る が、 本紙の極しい表現か らする と吼羞訊 1 沙狙す ざ
る 印象 を与えている 。
· Ili1l1 酋には直径1.1 セン チのものが収 り 付け ら れて いるが、 天地約 17センチの本紙に対 し て細め 0
ものが取り付けられている 。 さら に本紙咎き に対する負荷を軽減するために刺I ((よ りも l 七ンチ
太い径の訓II木が取り付け ら れて いる 。 木］も第七紙の本紙奥側は通‘常 と は逆に、本紙 1 (1 iが外向 さに
な る よう庫訓木に巻かれており、収り扱いの際に 1l i1h木が附接本紙而に触れて し ま うイ 1~椋であるこ
から、収り扱い上の問題がある 。
・ 総裏は1奉継ぎで誕打ちがな さ れており、部分的に糊浮き が生 じてい る 。 裏打ち ］付は ・ ）＼‘り である 。
V. 修復方針．処置・解決方法（図 1~8)
本紙は縦方向の折れが著 しく発生 している 。 硯状の巻き径が細いことが折れの発生要 lkl の ひと っと ぢ
えら れるが、 総裂紙の糊浮 きがあまり 11 立 って い な い こ とか ら 、 裏打ち u寺の糊涙度が詞い 11Jff偕性
ら れる 。 また、料紙表面の風合い、透過光でィi'(it認できた相剥 ぎ状況などか ら、料紙は雁皮繊維-r..
坪の拍料が入っ ていると推測されるが、滉入 さ れた禎料が影聾 して、このような折れが発生して い る I,_
とも要因の一つ として考えられる 。 いずれにしても本紙に発生 してい る無数の縦折れが彩色怜IS分の祖1i-1
を進行 させている原因であり、留意点・改善策 として 、
• 旧裏打ち紙の除去を行い、新たな肌裂紙に取り 枠え る こと 。 また川いる糊も適度な濃度を選訳 し、谷
に対して柔軟な仕上がりとなるようにする必要がある 。 この裏打ち除去工程では、過去に相剥 ぎさ れ
た）曽 を現状以上に薄く しないために、加湿に直水を用いず、間接的に湿りを与えた上で作業にあにる 。
．折れが発生 した箇所への適切な補強として折伏せを入れて、 今後の折れの発生を抑制す る 。 このこ
により折れ山が擦れることで生じる 、 彩色部分の損偽の進行を抑えることができる 。
・ 相剥 ぎにされた本紙のままでは厚みが不均ーで、画面が波打つことになるので、 厚みの辿いから ' I ,: 1f i 
を保つことが難しいと判断される箇所には擦れる要因を低減させる目的で、本紙に肉付け を施 し、 ）戊
み調整を行う 。
以上 3 点について留意及び改善することにより、巻子の取り扱いによる絵具や料紙の擦れ、 浪ljf客 かい
の損偏を抑制できる 。 その他の留意点・方針については以下のとおりである 。
・ 巻末は前述のとおり、本紙が外向きに直接軋l木に巻かれた状態であることから、新たに巻木紙を収 り
付けて、本紙に直接軸木が触れないようにする 。
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・ 人地 は相剥 ぎ等によ り勧んでいる箇所がある 。 今後の収り扱いのことを考）、はし、火地 を保設する ため
の足し紙を収り 付ける 。
• 本紙の折れにつながる相剥 ぎ を解梢し
る ゜
川 いる こととする 。
に、本紙の表現に対して無地金筍が強すぎる 印象があるので 、 1は(i少 r I孜らしに
収り枠えることとする 。
• 本紙災面に本紙の断片が確認できた。 この本紙断） iが本来 どこにあったのか，淵介し、）じの位置が確巫
でき れば仄すこととする 。
・ ｝しの辿りの巻 （装にイ I : 立てる 。 表紙裂、 兄返し、 紐、小川、 1li1l 1 竹 はすべて新調 ソ'"" 0 
・ イ呆イ情ti を新調する 。 1呆イr浄f'j は桐）牲郎箱 とし札ij)ゞ 券芯 （小 I I 詰め什様）を作製する 。
VI. 修復工程概要
l . 調介 ・ 記録
・ 公式写真 (4 X 5) 、拍傷'lj'. 真、 i~i lS分 'lj'. j 'f の抗妙；;J を 行 っ た 。
・ 採、J- 、オiH似の 1i'(1且認、 +11 1位地図の作成、 絵具のjj危弱度の1i'{li 認 （パッチテス ト ）を行っ た 。
2. ク リ ーニング
． 箪： 、 ピンセ ッ ト を 川 い、本紙衣 lfli に付沿している埃 、^・作の除よを行っ た 。
3. 剥落止め
・ 絵具のテス ト結呆か らク リ ーニング 1i,j に処 i府の必災な筒所に兎膠 (2%) 水浴液 を川 い て涼lj 落 11 ·.
めを施した。 ~it lj l誰箇所には膠を往人した。
1 . 所蔵者との協賊
・ 所蔵館な ら びに束皐文化財研究所の+· 1 l' 1'i 者 と 修雌）j針の確認を行い、本紙の足し紙、 1椅 て紙、鈷
簡、補彩箇所の部分 を {i'(ti認し、令休の修J用）j針 を 決定した。 また i妙装裂、兄返し、糸II: 、 1l i1l1 打 を決
巫した。
5. 解装
・ 衣紙、哨III を 収 り 外 し、すべての本紙の縦 ぎを外 した 。
-~ 狐i に貼り付いて い る 本紙を別紙に移動し た。
6. ク リ ー ニ ング
• 本紙に湿 りを り· え、本紙如(1i より哨栃器に て、濾過水 を nn栃し 、 , ・ においた吸収紙に iりれを 吸Ji
せた 。
• 本紙を化繊紙、吸収紙で快み、板締め プ レ スをして 収乞j設 さ せた 。
. i應過水： CUNOn1 マ イ クロ ・ ク リ ー ンn, lJ I フィ ルタ ー カ ー トリ ッジ (5 µm) と 訴竹:}火カ ー ト リ
ッジにて水道水 を濾過したもの。 今 1111 の修則で使川 した水はすべてこの油過水を使川 した 。
7. 涼lj 落」し M
. 2%の兎膠 を川 い て、彩色箇所に剥落 11 ヽ．めを施した 。
． 補修紙の作成
• 本紙 と 地合の介う j, ij 質の）ff!{皮紙を準りiii した 。
9. 111 裏打紙除l、:
• 11\J接湿しに て湿気を本紙令1本にわ渡 らせ、災面か ら 、相剥 ぎ箇所に注怠しなが ら 、 111 裏打紙を除
Jｷ した 。
• 本紙を化繊紙、吸収紙で挟み、板締めプ レ スを しで如染 さ せた 。
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10. 肌裏紙の作製
• 旧肌裏紙の色を参考に若干明るくなるように美濃紙を矢車で 1 回染色 した。 染色後、水洗、木）火
液による媒染、水洗の工程を行った。
11. 足し紙の作製
• 本紙の色を参考に若干明る くなるように雁皮と椿の混合紙を矢車で 1 回染色した。 染色後、水洗
木）火液による媒染、水洗の工程を行っ た。
12. 裏而か らの調
·II]裏打紙の除去が終わり、 本紙裂而が露出した状態で記録写真の撮影を行っ た。 また、肉付け0
際に必要な駆さのデータを記録した。一番栂．い箇所で0.06 ミリ、 一番厚い箇所で0.1 ミリ であ っ た 。
13. 本紙補修
・ 準1iHi した補修紙を）廿いて本紙裏而か ら補修を行っ た 。
• 本紙の四方に 5 ミリの足 し紙を取り付けた。
14. JJJL裏打ち
・ 染めた隙美涙紙を川い、新糊 （小麦でんぷん糊）にて）肌裂打ちを行っ た。
15. 本紙肉付け
• 本紙の相剥ぎ部分に美涙紙にて肉付けを、新糊を川いて行っ た 。
」 6 . 折れ伏せ入れ
・ 透過光と斜光を利川し、細くりJ っ た悲t 災謀紙を川いて新糊にて折れ伏せを人れた。
17. 本紙妍裏打ち
・ 美栖紙の町」を川い、 占糊にて賠裏打ちを行っ た 。
18. 隔て紙、巻末紙作製
・ 欠失した木紙の箇所に挿入する 1椅て紙と本紙を 1呆設する ための巻末紙を雁皮紙にて作製した 。
• 本紙のJ}J さに合わせるため、 美談紙2.3匁にて新糊で裂打ちを行っ た後、美栖紙の旧勾、）りf l I~ 
J:I] い古糊にて増裏打ちをそれぞれ―· 11 1 1 行 っ た 。
19. 本紙、隔て紙、 巻末紙仮張り
• 本紙、隔て紙に湿りを与え 、 本紙の寸法に、注意をしながら仮張りを行っ た 。
20. ト ーニ ング
・補修箇所、足し紙に黎水を引 き 、付近の地色に合わせた ト ーニングを行った。
21. 表紙の作製
• 選択した表具裂は典具帖紙を用い新糊で）JJL裂打ちを行 っ た 。
• 本紙と 厚み、腰を合わせなが ら美栖紙と古糊を J l=J いて増裂打ちを行っ た 。
・ 見返し紙 （霰砂子散雁皮紙）を用い新糊と布糊の混合糊にて裏打ち を行い、仮張りをして佗煤
せた。
22. 総裏紙準備
． 雁皮と椿の混合紙を本紙の色に合 うように、 矢車で 1 I且l染色を行った 。 染色後、水洗、木）火液し­






• 本紙裏面に付着 していた本紙を調査確認の後、本来の位置へ戻 した。
L 
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26. ト ー ニ ング
・ 表張り 期間中 に足 し紙部分および補修箇所への ト ー ニ ングについて最終調将を行っ た 。
27. 裏張り
・ 仮張りか ら めくり、災摺りをした後、災張りをした 。
28. 本紙継 が
． 仮張りして いた本紙および1筋て紙を、 Jllf[番 どおりになるように新糊にて縦 ぎを行い、細 ぎ 11 に屯
れに て押 しをして 卜分収録染 さ せた 。
29. 1L Iｷ ・ し ず
• 本紙に収り付けた足し紙が蔽人で3 ミ リ の蚊小 J.5 ミ リ の位 ti",': で残るように調柩し、小災な部分を
故断した 。
． 杉 白 太材の 'I I ,1j訓 に紫村l 1li1h を膠にて接~りし、巻木紙に収り付けた 。
• 本紙に表紙を取り付けた。
・ 表紙に紫地アンダー紐を収り 付けイ I : I~ げた。
30. 1呆イ：：：f絆i イ乍製
・桐｝至郎箱 、 太巻芯 を作製、器には毅いを作製し 、 全体をコハゼ付 き の軟箱にて保護した。 また イ I :
しがっ た作品 は羽 -. 1Ti:絹に て包み、 収納 した 。
l. -~ 砂応枡妙；診、 、点 t灸
・ 公式写具 (4. x 5 ) 、祖1位写真、部分'lj'. 真 を撮影した。
• 修到囁写真 と比較、 ）.' (検をした 。
w. 特記事項
l. 過去の修理
• 修似前は、 第七紙木）祖こ 11i111 が取付けられていた。 解装し 1li1hから本紙を収り外す と 3 箇所に きつ し
縦折れがあることがHM認で き た （図 I J ) 。 今 111I J収り外した刺l が付いて いた位 ii1 ,: に l 箇所 、 そ こ カ
2.7センチ奥に 1 箇所、そこから 2.6センチ奥にもう］箇所である 。 これらはmi 1り「は過 1、こ の修則
の際に軸 を収り 付けた位 1i•'1': であ っ たと 推測 さ れ、 こ の こ とか ら 蚊低で も過去 2 ,,,1 の修郎が人って
いたことがわかる 。
2. 本紙断片につ いて
• 第―·紙から第四紙にかけて、本紙災 1(1 j に本紙断） 'i' が付A咋 し て い る のが1iN認できた。 付着していた
本紙断片と本紙の位 ii'・ ,: I刈係は 1,· 北の辿り であ る 。
第ー紙淡→第四紙 （現 ．： 紙）
第 ―紙公→第 ．：紙 （現四紙）
第 ．：紙災→第紙
第四紙裏→第紙
• 本紙断片地図 を作成 し、）じの位 ii"t を 確認し ながら本紙を）べし た 。
． 本紙につ し
ｷ1 • 紙質検介
·11 視池l介より第 ·- IJLI 紙の本紙 と 第 ,,:- し紙の本紙では、 J具料について辿いがあるように感じ
た。 ま た本紙丈、 I IJ も異な っ てお り、 別の本紙を細 ぎ合わせた 11J 能 ·I"!:があると拙測 さ れた 。




本紙A(第ー～四紙のグルー プ） ： 第四紙から採取
本紙 B (第五～七紙のグループ） ： 第七紙から採取
裏打紙A: 第四紙裂打紙
'1打紙B: 第七紙裂打紙
・ 試験結呆よりに より第ー～四紙の本紙と第五～七紙の本紙に違いがあることが確認された 。
本紙A: 雁皮繊維
本紙 B : 雁皮繊維．
裏打紙A : 柘繊維
裂打紙 B : 桔繊維
． 以下恥知県立紙迎業技術センターのコメン ト を抜粋する 。
「本紙A」については、佃かながら透明な結晶物をUtt認したので、土等（鉱物）のJ具料が人
ているものと思われる 。 「本紙 B 」についても同様だが、こ ちらのほうが鈷的には 多 し
に見受けられる 。
本紙Aは )f/fi皮繊維と報告しているが、 中 に少加の -:: ,r : :(繊維と息われる繊維 を 1i'(1f認でさる 。 配
合割合が出せるようなサンプル砧ではないこと、かつ断定的に湘：i.繊維と 判l定しにくい繊維で
ある 。 況ぜたような感じを受けないが、 ＂［能1牛としては考えられる 。 同じジンチ ョ ツ ゲ科の{11'(
物で、別にある「オニシバリ 」 繊維とも慇じられるが、判断がつ きにく い状況であ 及
「本紙 B 」 についても同じような繊維を 1 - 2 本確認したが、完全に三栢繊維 と 判 断で I..' , 、
結米を雁皮繊維とした。
「裏打紙A」及び 「裏打紙B」はともに米粉のイf介 を確認した 。
. '-の試験結呆より本紙A と本紙Bには少ない材料ではあるが辿いが確認された 。 こ の糾戌U
少なくとも索材は 1司じものを使川 して い るが、 作製 された l k~=期、製作者が辿うことをぷして
る 。 また、裏打紙は繊維の観、1,\からの辿いは兄 られなかっ た 。
tl . 相刹 ぎについて
• 本紙令休を通して、相剥ぎがみられた。 以前の修則で裏打を行 っ た際に匝み調柩のため、オ11 )J! lj ざ
をされたと息われる 。 今同の修理では、相剥ぎされた箇所の祖傷地図を作成し、その地図に ),~ -··
、肉付けを行い本紙の｝厚みバランスの平均化を行 っ た。
． 技法について
・解装の場合、部分的に直水を与えると染みが残る 11J 能 'I礼があることと本紙の仲びを押さえ絵共0
負担を軽減させるため、 今回の修理では、本紙に ?!11~ りを与えなければならない上利は、クリ ーニ
ングを除き、すべて間接的な湿しにて行った。
• /-jヽ紙の湿し方
( 1 ) 水刷毛に水を含ませ、 レ一ヨン紙の全体を欄遍なく、水気が手につかない程度にi!11\'J 。
(2) 1 で準備 したレ一ヨン紙を 2 枚底に敷く 。 その上にサンモアを 2 枚敷く 。 さらにイゞ紙 を ,;凡
(3) 本紙の上にサンモアを 2 枚悩く 。
(4) サンモアの上に 1 のレ一ヨンを 2 枚悩く 。




(2) 本紙を樹脂板の上で、サンモアにて挟み、その上に 1 で湿 したレ一ヨン紙を附 ＜
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(3) 木紙の 1ご にビニ一 ）レ シー ト を 附 き様子を見なが ら 15分似 き 、必災な湿しになればシー ト を
除よする 。
. ,;[乞煤灯法 （プ レ ス 乾煤） ：本紙が雁皮繊維であり、‘湿りが人ると 仲縮の入'·-: が人 き いため、乾煤）j
、法は板締めによる ）j法 を採川 した 。
( 1 ) 板の口こ 中性紙の吸収紙を 2 枚敷く 。 本紙を化繊紙に挟んで1i"t く 。
(2) 吸収紙を骰く 。
(3) 板 を本紙の ,-. に ti",: き 挟み込む。
(4) クランプにて板に ）下力 をかけ締め る 。
6. 朽れについ て ( I叉1 9 、 10)
• 第＝紙）r:_ I噌,~分に茶色の朽れが付沿 している 。 糊が色変したものと 息われるが、顕微鋭での 池] TL
では物質の特定ま ではがらなかった。 しかし、 茶色い汚れは、 も！、｝の I'・ にな っ てお り、この絵忍が
描かれた 11寺にあ っ たと考えられる 。 また、湿気に対して強い耐性があり 、ク リ ー ニ ングなどの作




























図 4 修1以後 必 l而 より Ml修紙をあてて 補畑 した
Fig. 4 Aflcr treatment Thじsc areas were re in 「ti rccd usinl.(mendin 
paper 
図 6 修復後 、H I 成lj ぎ部分に肉付けを行い 4ゞ紙の)•』i みを 調腋し
折伏せにて 補強 をhっ た
l吋 u . 6 /¥f'ter tre,1tmcnt Thickness was added to the areas in which a 
layer of the paper had been peeled away to adjL1st the overal 
thickness. Then the area was fortilied with re in 「o rcement strips 
- -
Iii 8 修復後 ＇凡物 は除 1~- した
み -~
Fig. 8 /¥fler treatment The extraneous mater was removed 
L
 
Fig. 9 Arter treatment Extraneous matter that could not be removed 
l11CS 
l叉Ill 修 J-11\似中 券末の補修痕 図12 本紙隅 に杓かれに淡数‘字
Fig. 1 During trcat11ent Traces of treatment at the end of the scrol Fig. 12 Chinese numeral inscribed on the corner of the pointin 
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Poetr)I Contest of Insects 
Treatment Report 
td 




4. Formal and media 
Mushi-no-Utaawasc (Poetry Contest of fnsccts) 
nknown 
Musco Nazionalc d'/¥rtc Oricntalc di Roma, Italy 
Hand sc ro ll 、 co l o rs on paper 
I . Treatment period, conservator, etc 
I. Treatment period June 3, 2008-March 25, 200 
2. Treatment undertaken by 
hokakudo Co., Ltd. (3-99-1-10 I Honmachi, I ligashiyama-ku, Kyoto-shi, Kyoto) 
Director: Yutaka Suzuki 
Person in charge of treatment: /¥tsushi Sawada 
3. Location or treatment 
The Conservation Cente r 「o r Cultural Properties, Kyoto National Museum (527 Chayaｭ
machi, ligashiyama-ku, Kyoto city, Kyoto) 
皿 . Structure of the cultural property 
I. Format: Hand scrol, both before and after treatment 
2. Dimensions (cm) 
a. Before treatment 
Painting: Height 17.3, Width 623.3 I Ent1c sc1ol I lc1~hl 17 0, Width 639 3 
(Breakdown) I !eight Width 
End papc1— 17 2 16 4 
First sheet 17.1 
econd sheet 17 I 
Third sheet 17.1 90 6 
ourth sheet 17 I 
F1 「th sheet 17 3 93 7 
1xth sheet 17.3 94.1 











Third sheet (former fourth sheet) 





3. Mounting fabric 
a. Before treatment 
Painting : Gold brocade with tJｷeasure and nower pattern on light indigo background 
The opening section of the scrol: Plain gold leaf 
Roller knobs : lnka wooden roler 
Height (including supplementary paper)Width 
17.7 23.2 
17.l (176) 24.4 
17.1 (17.6) 90. 
17.1 (17.6) 90.6 
17.1 (17.6) 24.5 
17.l (L7.6) 90.8 
17.1 (17.6) 90. 
17.2 (17.6) 94 5 
17.3 (17.6) 94. 
17.3 (L7.6) 94 6 
17.6 22.7 
toragc box: none 
b. A rtcr treatment 
Painting: Gold brocade with single-vine, treasure, peony and arabesque pattern on a yelow-green background 
(made by Nishijin; Kyoto Prefect.,re) 
The opening section of the scrol: Kozo paper with scattered gold powder (made by Mizokawa, Kyoto 
prefecture) 
Roler knobs : Rosewood roller 
rd: Lavender under cord (Made by Nakamasa; Kyoto Prefecture) 
torage Box: paulownia yaro box with a large roler clamp (made by Ryoji fshizuka) 
4. Materials used 
First lining of the painting: Mino paper (made by Satoshi Hasegawa; Gifu Prefectl1re; 2.3 monme (8.625 g). no 
crcsol) 
Mending paper for the painting: gampi paper (scrap paper) 
upplementary paper for the painting: mixed paper (gampi + kozo 5:5, made by Naruko; Shiga Prefecture) 
Thickening paper for the painting: Mino paper (made by Satoshi Hasegawa, 1.9 monme (7.125 g), no cresol) 
Reinforcement strip: Mino paper (made by Satoshi Hasegawa, 2.7 monme (l0. l25g), no cresol) 
Subsidiary lining (first layer) for the pai.nting: thin Misu paper (made by Sho ichi Uekubo; Nara Prefecture) 
Paper of the opening and interval sections: gampi paper (made by Tani no, Hyogo Prefecture) 
ubsidia1-y lining (1) for the opening and interval sections: Misu paper of medium thic畑ess (made by Kazuo 
Konbu; Nara Prefecture) 
Subsidiary lining (2) for the opening and interval sections: thick Misu paper (made by Kazuo Konbu) 
First lining for the cover fabric: tengi~jou paper (made by Kiyoshi Fukuda; Kyoto Prefecture) 
Subsidiary lining (first layer) for the cover fabric: thin Misu paper (made by Kazuo Konbu) 
口
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Final backing of the painting: mixed paper (garnpi +kozo 7:3, made by Naruko) 
N. Condition and issues before treatment 
I. About the paintin 
ｷThe piece is currently in the 「orm of a picture scrol made up of a total of seven shets. At the botom of th 
nd, しhird (c urren t l y 「o urth ) , fifth, sixth, and seventh sheets arc inscriptions "3," "6," "7," "8," and "9" 
respectively, inChinese numerals, believed to have been written during a former restoration. (Fig. 18) 
・ Altho ugh numbers up to "9" were 「ound , because they do not match the actual number of sheets currently 
found in the scrol, some o 「 the middle sheets are presumed to have been lost. Also, the sheets must have goten 
mixed up as they were out or order. Upon comparison with a similar scrol, it was found that of the nine shccL, 
the first and fourth were mising and the positons of the fifth and sixth (the current third and fourth) had goten 
witched. 
for the condition of the paintings, many vertical creases were found throughout. The tips of the creases wer 
damaged due to abrasion that occurred when opening and closing the scrol, causing the surface of the canva 
paper to rub of and the pigments to nake of. 
bservation under a transmitted light found that the painting had been split into layers unevenly in a past 
restoration (Fig. 17). In comparison to the thickness of the piece when itwas first created, many areas were 
found to be extremely thin. 
ｷFurther, judging from the manner inwhich the motives are left at the top and botom of the paintings, th 
dges were most likely cut during a former restoration. However, with regard to the areas near the stitching 11 
the far side of the second sheet where the images appear as if they have been cut off, because the dimensions of 
this painting are almost the same as those of the other sheets, it eannot be said for sure that it wasｷcut of. 
・ A lth o ugh the mising parts of the painting have been mended, because it is done by a ppl y ing 「rorn the reverse 
ide pieces of mending paper that are larger than the size of the mising areas, this has created an unevenness in 
the surface of the paintings which could cause future damage 
ｷIn addition, extraneous mater and grime were found on the surface o 「 the pa,ntng 
2. Mounting fabri'ｷ 
er has deteriorated due to much handling over the years. Damage around the 
「 the scrol is particularly noticeable. The impresion given by the plain gold 
bold visualy incontrast to the gentle nature of the painting. 
approximately 1.1 centimeters in diameter. They are rather slim for a 
rol that is 17 centimeters in height. In addition, inorder to lessen the strain on the scrol, rolers on 
centimeter wider than the roler knobs are atached to the scrol. The end of the seventh (last) sheet is roled 
around the roler w ith しhe painting facing outward. This causes the roler to directly brush against the paintin 
and therefore creates problems when handled. 
he final backing had been applied using a "hou rsugi" method (strips or paper joined together by thinly 
verlapping their clean-eut edges), and the glue is lifting in several sections. Only one layer of lining is found 
to have been atached. 
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V. Treatment plan, treatments and solutions (Fig. 1-10) 
evere vertical creases were found throughout the surface of the painting. The slenderness of the current roller 
knob can be considered one of the causes for this. However, since there is very litle lifting of the glue on the final 
backing, it is also highly possible that a glue of high concentration was used when applying the final backing. 
Moreover, judging from the texture of the surface of the support and also from the appearance of the support that 
has been split in layers observed under a transmitted light, the paper is believed to be of gampi fiber to which ri
powder and other types of filers have been added. lt could be that such filers are partly responsible for causing th 
abovementioned creases. Whatever the cause may be, these numerous creases found on the paintings arc causing th 
damages to the painted images. Inresponse to these factors, points of caution as well as remedial measures ha 
been indicated as follows. 
ｷThe old lining papers must be removed and replaced with a new first lining. The glue should be of approp ri atハ
level of concentration so that the pajntings will be supple for rolling. Inorder to avoid thinning further th
layers that have been thinned in the past during the removal of the lining paper, water should not bじ u ppli cd
directly and any form of dampening should be done though an indirect method. 
ｷReinforcement strips should be added to areas with creases in order to add appropriate support and prevent 
further creases from being created. Doing so will prevent further damage on the painted areas caused b 
abrasion along the tips of the ereases. 
ｷThe painting support, as it was split into layers, has an uneven thickness, causing the surface of the pninl ing t 
riple. To the areas which have different thicknesses and therefore are deemed difficult to maintHin an even 、
flat surface, thic血ess should be added to even out the thic知ess of thc overal support in order to reduce th1ｷ 
eh a nee of abrasion. 
By taking caution regarding the above three points and remedying them, abrasion, flaking and other forms of 
damages on the pigments and canvas caused by regular handling of the scrol can be reduced. Th 
other points of caution and processes to be taken: 
・ As mentioned above, the end of the scrol is directly wrapped around a roller with the painting facinf.! outward. 
As such, attach a new roller paper to prevent the roller from directly touching the roller 
ｷSome areas at the top and bottom of the scrol area are damaged due to the support being split into layers. /¥dd 
upplementary paper to the top and bottom of the scrol as a way to protect these areas while the scrol is bcin 
handled in the future. 
ｷFix the areas of the painting support which have been split into layers and could lead to creases in the paint innｷ 
in order to prevent the scrol. from becoming even more fragil 
ｷReturn the pages which have been placed out of order to where they belong. Insert an interval paper 
(approximately 24 cm) to the missing areas. 
ｷPrepare and use a new fabric for the cover since the area of the current cover that gets handled the most is 
damaged. As mentioned above, because the impression that the plain gold leaf paper used for the end pa pじ r
gives is too bold in comparison to the style of the painting, replace the gold leaf paper with one that is treated 
with scattered gold powder. 
ｷFragments of the painting were found attached to the reverse side of the painting. Find out where th 
fragments came from. If their exact location can be determined, place them back to their original location 
ｷReassemble the scroll in the same form that it was originally in. Prepare a new cover fabric, the open1w 
section of the scrol, cord, and roller knobs. 
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ｷPrepare a new storage box: a paulownia yaro box with a large paulownia roller clamp. 
Vl. 〇utline of the treatment process 
I. Examination, documcntalton 
. rヽ ffi c i a l photographs (4 x 5), photographs of the damaged areas, and sectional photographs were taken 
amincd; a diagram mapping out the damaged areas was 
created; and a patch test was conducted in order todetermine the stability of the pigments. 
2. Cleaning 
ｷDust and other grime found attached to the surface of the painting were removed with a brush and tweezer 
onsolidation of the paint layer before cleaning 
・ Based on the results of pigment testing, pigments were consolidated with a 2% solution of rabbit skin glu 
nimal skin glue was injected into areas that were peeling. 
4. Consultation with the owner 
ｷThe supplementary paper o 「 th e painting, and interval paper, the mix-up in the order of pages, and areas treated 
with imprinting were checked to set up an overal treatment plan while confirming with the curator o 「 th
National Museum of Oriental /¥rt and the supervisor of the National Research Institute for Cultural Properti 
Toky 
5. Disassembly 
ｷThe cover and roller were removed and al the joints inthe painting were taken apart. 
ｷThe fragments or the painting that were 「ound atached to the reverse side were placed on another sheet of 
paper 
6. Clcaning 
ｷMoisture was applied to the painting. Filtered water was sprayed onto the front surface or the painting and 
alowed to seep through and be absorbed by the bloting paper laid underneath, 
ｷThe painting was placed in between synthetic paper and bloting paper, pressed in between two boards and 
dried. 
ｷFiltered water: tap water was filtered through a CU NO 凡 Micro- Kl ea n )( Ill filter cartridge (5ｵm) and activated 
charcoal cartridge. This filtered water was used whenever water was necessary during this treatment. 
7. Consolidation o 「 th e paint layer 
ｷThe pigments were consolidated by using 2% rabbit glu 
reating mending paper 
ｷr.ampi paper of similar tone and quality as the painting was prepared 
9. Removal of old linin_ 
ｷMoisture was distributed throughout the entire painting using an indirect dampening technique, and the old 
lining papers were removed from the reverse side while exercising caution over the areas in which the paintin 
support had spliL into layers and p 
n synthetic paper and bloling paper, pressed in between two boards and 
I 0. Preparing the first linin 
ｷMino paper was dyed in yasha once so that it wil be a slightly light lone, using the color or the former first 
linin! as reference. /\「te r dvi11 12 、 th e paper was rinsed, fixed with wood ash and rinsed again. 
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I I. Preparing the supplementary paper 
ｷMixed paper containing gampi and kozo was dyed in yasha once in order to create a slightly light tone, us1g 
the color of the painting as reference. After dying, the paper was rinsed, fixed with wood ash and rinsed again 
12. Examination from the reverse side of the painting 
ｷThe former I ining papers were removed and photographs were taken of the exposed reversed side o 「 t h e
painting for documentation purposes. In addition, the thic畑esses of the support of the painting were recorded 
as the data would be necessary during the thiekening process. The thinnest area was 0.06 mm and the thickest 
area was 0.1 mm. 
13. Mending the painting 
ｷThe painting was mended from th 1de using the prepared mending pape1 
・ヽ tn ps of supplementa1-y paper of five millimeters in width were added to the four sides of the painltn 
14. First lining 
ｷThe dyed, thin Mino paper was attached as the first lining using a wheat starch paste 
15. Adding thickness to painting support 
ｷThickness was added to areas of the support that have been split into layers using Mino paper and wheat starch 
paste. 
16. Reinforcement strips 
·Rein fo rcements訂ips made of thin Mino paper eut into narrow strips were attached under transmitted lil.!ht and 
raking light 
17. Subsidiary lin11g 
・ A thin Misu paper was atached as the subsidiary lining using an aged paste. 
18. Preparing the interval and roler papet 
ｷInterval papers to be inserted to the two mising parts of the painting and the roler paper used t 
pain ling were prepared using gampi pape1 
ｷTo match the thickness of the painting, a lining paper made of 2.3 monme (8.625g) Mino paper was attached 
using wheat starch paste, after which two layers of subsidiary lining made of Misu paper-one or medium 
thickness and another of heavy thickness-were applied. 
19. Stretch-drying of painting, interval paper and roler paper 
ｷMoisture was added to the painting and interval paper, whieh were then stretehed on /caribari flat board. Th 
dimensions of the painting were kept in mind during the proceッツ ・
20. Toning 
ｷThe mended areas and supplementary papers were toned to match the surrounding background hue by applvin 
to them a solution containing animal skin glue and alum. 
21. Cover 
· Tengi~jo paper was applied as the first lining with wheat starch paste to the selected mounting fabric 
ｷMisu paper was applied with aged paste as the subsidiary lining while care was taken to have its thicknes and 
uppleness match that of the painting. 
・ A lining was added to the end paper made of gampi paper with scatered gold powder using a m1xtur 
tarch paste and seaweed paste, after which itwas dried on karibari board. 
22. Preparing the final baeking 
ｷMixed paper containing gampi and kozo was dyed in yasha once so that it matches the color of the support or 
the painting. After dying, the paper was rinsed, fixed with wood ash and rinsed again. 
L 
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23. Final back1n 
ｷMixed paper containing kozo and gampi was applied using wheat starch paste as the rinal back11 
24. Drying face-up on karihari board 
ｷThe painting was thoroughly dampened and d ri ed 「ace-up on karibari board 
idc o 「 th e painting were studied and 
returned to their original locatron 
26. Tonin 
ｷWhile the scrol was drying face-up, final adjustments were made with regard to the toning of the areas to b 
mended and to which supplementary paper was to be added 
27. Drying face-down on lcaribari board 
ｷThe scrol was removed from karibari board, rubbed with glass beads on the verso to impart nexibility, and 
was dried face-down on a karibari board 
28 . .Joining of the painting 
ｷThe sheets of painting and interval paper which were being dried on karibari board were joined in the corect 
rder using a wheat stareh paste. The joints were pressed with rocks and thorough Iv dricd 
29. f7inishin 
ｷThe unnecessary parts of the supplementary paper atached to the painting were cut while leaving an area of 
mm  width at the widest and I .5mm  width at the narowest 
ｷRosewood roler knobs were atached to the white cedar roler with animal skin glue. The roler was then 
atached to the rol.ler paper 
ｷThe cover was atached to the baek side of the end pape1 
the 
ｷNew paulownia yaro box and a large roler clamp were prepared. A cover was made 「o r the lid. A paper box 
over with a clasp was prepared as ovcral protection. The complete scrol was wrapped in a habutae-silk 
wrapping and placed inside the box. 
I. Photo-documentation and f'inal check 
. rヽ rf'i c i a l photographs (4 x 5), photographs of the damaged areas, and sectional photographs were taken 
ｷFinal eheeking was done through comparison with photographs taken before treatment. 
W. Notes 
I. Past rcstoralons 
・ Be fo re thi s し rea tm cnt , a roler had been atached to the end of the seventh sheet. Upon detaching the pa1nt11 
from the roler, three hard vertical 
arc presumed to be locations in which rolers had been atached 11 past 
. 17ragmcnts of lhc pa,nung 
ｷFragments or the painting were 「ound auached Lo the reverse side or the first through fourth sheets or th 
painling. The folowing is Lhc posiLional relalionship or Lhe painting and rragmenls of the painling. 
Back of first sheet • fourth sheet (the current third sheet) 
Back of the second sheet • third sheet (the current fourth sheet) 
Back of third sheet • first sheet 
Back of fourth sheet • second sheet 
・ A diagram mapping out the locations to which the fragments belong were created. These fragments wcr 
returned, which confirmed their original locations. 
Painting 
a. Fiber analysis of tbe paper 
ｷSeen by the naked eye, there seemed to be a difference in the filers used in the painting on the first through 
fourth sheets compared to that of the fifth through the seventh sheets. Additonaly, the lengths and widths or 
the paintings differed. These findings indicated that the paintings other than those found in the oriuinal nw 
have been added and spliced together 
ｷFiber was extracted from each of the paintings and sent to the Kochi Prcfctural Paper Technolog 
for a test (J IS P 8120) to determine the fiber compositon o 「 the material. /¥ request was also made to ha 
the same test conducted on the l in i ng paper atached to the back of the pai ntings 「ro m wh i ch t h ヽヽ
aforementioned fibers were being extracted, inorder tosee the difference in distribution or fiber 
Painting A (made up of the first -fourth sheets): taken 「rom the fourth sheet 
Painting B (made up of the fifth -seventh sheets): taken 「rom the seventh sheet 
Lining paper A: lining paper of the 「ourth sheet 
Lining paper B: lining paper of the seventh sheet 
ｷThe test results found that there was a difference between the painting of the first through fourth s hじe l s and 
the painting of the fifth through seventh sheets. 
Painting A: gampi fiber 
Painting B: gampi fiber 
Lining paper A: kozo fiber 
Lining paper B: kozo fiber 
ｷThe folowing are excerpts of the comments received from the Kochi Prefectural Paper Technology Center 
A very small amount of tJｷansparent crystaline substance was found in Painting A. This indicates th 
posibility that it contains a filer derived from clay or some other form of mineral. The sam 
Painting B. However, it seems to contain a larger amount than Painting A. 
Although we have reported Painting A as being gampi fiber, a small amount of fiber beli 
mistumata (Oriental paperbush) was also found mixed into it. The amount of mistumata fiber is too small 
to provide a ratio. It is also difficult to offer a definitive answer as to whether it is infact mits1111wta fiber 
While itdoes not appear to have been mixed intentionaly, it is posible that it was. The fiber could 
instead be the fiber of a spring daphne, another plant of the same Thymelaeaceae family 令 but it is di 「fi c ult
to 知ow for sure. 
While one or two strands of a similar type of fiber were also found in Painting B, we could not 
determine with certainty whether or not this was of mitsumata. Therefore, we concluded that th 
of gampi. 
Rice powder was found in both Lining Paper A and Lining Paper B. 
The test found differences, though slight, inthe composition of Painting A and Painting B. The results 
indicate that while at least the same materials are used for both, they were made at different times and b 
onscrvation Treatment Report 
different people. As for the lining papers, no difference could be observed from looking at their fiber 
4. Painting support split in layer 
・ A reas in which the painting support had been split in layers and peeled off were 「ound throughout the pa1nlln 
uch spliting and peeling was presumably done in order to adjust the thickness during a past treatment when 
ataching the back lining. A diagram mapping out the areas o 「 damage caused by such peeling of「 0 「 l ayers wa 
created. Using this map as reference, thickness was added in order to balance out the overal thickness of th 
painting support 
5. Processes used 
ｷDuring the disassembling of the scrol, adding water directly to the necessary parts could have possibly left 
tains. To avoid this, to keep the stretching to a minimum, and to reduce stress placed on the pigment 
whenever moisture needed to be added to the painting, the dampening was clone indirectly, with the exception 
of the clean in 
ampcning proc 
(I) A water brush was dipped in water and brushed over the entire sheet of rayon paper to evenly distribut 
the water, the amount of which being minimal -it should not be able to be picked up with one's finger 
f the surface of the paper 
(2) Lay down two of the sheets of rayon paper prepared under (I). On top of them, lay down two sheets of 
unmoa paper. On top of them, lay down the paintin 
(3) On top of the painting, lay down another two sheets of :::;unmoa pape1 
(4) On top of the Sunmoa paper, lay clown two more sheets of rayon paper prepared in (I) 
(5) Place a plastic sheet on top and leave for I 0-20 minutes while checking from time to time. /¥!low th 
moisture to get distributed throughout the painting. Remove the plastie sheet once the painting i ' ・
dampened lo the degree necessary to cary out the work 
f detaching the joints 
(1) Dampen a sheet of rayon paper with a water brush. 
(2) On a resin board, place the painting in between two layers of Sunmoa paper and place the rayon sheet 
prepared under (I) on top 
) Place a plastic sheet on top and leave for 15 minutes while c heck in g 「rom time to time. Remove th 
plastic sheet once the painting is dampened to the degree necessary to cary out the treatment work. 
ｷDrying method (press-dry): Because the support of the painting is madc of gampi fiber which chang 
dramatieally in size when dampened, it was dried by pressing itin between two boards. 
(I) Place two sheets or ac id - 「ree bloting paper on a board. Position the painting placed in between synthel 
paper on top. 
(2) Place a blotting paper on to1 
) Place another board on top 
(4) /¥de! pressure to the boards with clamp 
ding (Fig. 14, 15) 
f the third sheet. While itis presumed to have been caused by 
found underneath the sw11i ink, itprobably already existed al the time the painting was created. Additionally 
the soilinf.!; was highly resislanl to moisture and no change was observed even a 「te r a cleaning. 






本作は紙本著色 1 巻の絵巻で、江戸時代初期の成立と考えられる 。 物語は、秋の夜長、 男が庭に集＜ 虫
たちの芦に耳を傾けながら、彼 らの仮構の歌合を紺き記 したという前書きに始ま る 。 以下、ヒ キガエル 左
判者として、 15番、 30種の虫たち による歌合が催される 。 最後の第15番では、判者であり詠み手で もあ
たヒキガエルが対するクチナワを怖れるあまり逃げ出し、虫たちの歌合は散会 した、 と い う 筋である 。 絵
は、庭を眺め、この歌合の梢想を練った男の姿を巻叫に」胄i
現をと っ て枯'iかれる 。 虫たちの詠んだ和歌は独立 した罪L ' r-ではな両面の中に圃中詞として記されている 。
和歌を番わせ、その詠み人の肖像を伴っ た 「歌合絵」 は、 中近祉を通じて数多く 制作 さ れた 。 喉 lll f時代
には 人ならぬ鳥、魚、獣、 謂度品等が歌を詠み競っ たとする異類の歌合絵が作られたが、「虫歌合絵送」
もまたこのような流れに位脳し、 当時の絵両と 又芸の受容を知る伐重な作例である 。 虫たちの詠む和歌に
は、掛詞や縁語、 本歌取りといった和歌の技法がふんだんに盛り込まれ、 ：l: IJ 者の判詞には 『 占今集」 仮~ I
序を 笥痰 した箇所も 見 られること か ら、本作の成立には和歌知識を布するしかるべき 人物の 1具j りが想足
れる 。 先行研究によれば、 「虫歌合」のテキスト そのものは、木下長嗚子 ( 1569~ 16tl9 ) によ っ て ）泌 l~ ,
年 (1600) 頃に作られたとされている 。
ロ 一マ国立東洋美術館蔵「虫歌合絵巻」（以下、ロ一マ本とする） は、 「虫歌合」の絵両化の初期の作例
として位協付けられる 。 数ある伝本のうち、党永 l7年 (1640) の年紀を布する住吉女II I羹喩本、 そ して伽1 人
蔵本が、撰ばれた虫の種類、絵の細部モティーフや梢図の 一致から、ロ一マ木と 同一系統にある こ とが糾i t
認される 。 また、 ロ一マ本は縦幅が17.0cm とい う 小 i'州 の絵忍であり 、 室 IIIJ 時代に流行した迎‘常の絵券の
半分程度の縦輻 (15cm前後）である「小絵」という形式を ,J I くものと しても注 El される 。 あわせて
木そのものの成立は江戸時代初期と 考えら れるが、本作の 11J1j而形態、細部モティーフ、画風、彩色
た、1父 には、 江戸期以前の古様をう かがわせる 枯'i写も仰認され、相木の成立は室 11「l期に遡る可能収I : もある 。
この疫の修復にあた っ て、先述の如｝巖鮒本、個人蔵本との比較検討を試みた結呆、ロ一マ本には錯簡
2 紙分の欠紙が認められた。 また、 一部の本紙袖臼こ は 「＝」「六」「七」「八」「九」の数字の 淋 き 込みが
あり、これはロ一マ本本来の紙継ぎ順を示す数字と雅察される 。 これらを踏まえ、 今回の解体修復にあた
ては、作品を本来的な姿に復し、鑑宜に資することを 1;1 的として、 錯簡部分 （第三紙と 第四紙に相 , ,, )
を正し、欠紙部分（巻頭、および第三 ー第四紙間 ） には古色をつけた補紙を足すこととした。
また、ロ一マ本は前半（第ー紙から第四紙まで） と 後半（第五紙か ら第七紙まで） とで本紙·紙分のヽI
法、 紙質、 画風、 書風、そして裏打ちの様相が若干異なる 。 あわせて、前半四紙においては、本紙表 1 (1 j O
断片が別の本紙裂面に付着 していることが確認さ れ、 ある段階でこの四紙分は巻子装を解かれ、収ねて保
管さ れていたと推察される （上から 第一、四、 二 、 三紙の順） 。 その後、後半部を追補して、 ·1 1 f び迭 r-拮





・ 森暢 「虫歌合絵」 『歌仙絵 ・ 百人ー首絵』角川書店、 1981年12月
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scrip Lion of A rt work 
Poe1y Co1es1 of l1sec1.ｷ 
Description of Artworl< 
akahiro Tsuchiya 
at1onal Research In stitute 「or Cultural Properties, Tokyo 
This is a hand scrol (colors on paper) believed to hav 
Further into the scene are the insect 
The wake, composed by the insects are not writen in each lcotobagaki (narative text) part, but rather are shown a 
achD-shi (inscription found among the images of the scrol). 
"Poetry competition paintings" in whieh contestants are shown compcling in pai 「s, each composing a waka verse, 
were created in great numbers during the medieval times. In the Muromachi period, more unusual compctition 
• • 「 th
times toward such paintings and literature. The waka composed by the insects exhibit many examples o 「 adva nced
level waka techniques such as kakekotoba (poems built on common homonyms), engo (kindred words) and hon/ca 
dori (alusion to old, commonly recognized waka). Feedback given to the contestants by the judge alludes to th 
Kokin Wakashn Kan(?jo. These factors indicate that a person highly knowledgeable in waka was probably involved 
「 the Poetry Contest of Insects was 「ound to 
The Poetry Contest q/ Insects colected by the National Museum o 「 Ori enta l /¥rt, Rome (hereinafter refered to as 
rol") can be positoned as an early example or a picturizecl version of the Poet,y Contest o.f Insects. or 
lection wer 
rol is smal -only 17 cm in height -and is noted for having a format 
influenced by a ko-e (smal hand scrol), which became popular in lhc Muromachi period and arc half the siz 
(around 15 cm) or a regular scrol. While lhc Rome scrol is believed to have been created in the early Edo period 
rol that the Rome scrol used as reference may have been created as far 
back as the Muromachi period. 
In this treatment, upon comparing th 
colection, some sheets were dis re found missing. Further 
rcler the pages were in し h e original order. Taking these factors int 
consideration, the objective or this dismantling and reconstruction treatment was to restore the original form or th 
· " ro ll 、 m a kin g it suit.able for viewinu. Therefore, the decision was made to put the misorderecl sheets back in order 
92 
(coresponding to the third and fourth sheets) and insert antiqued supplemental paper to the missing sections (the 
opening sheet and in between the third and fourth sheets). 
Moreover, the first half (first tluｷough fomth sheet) and the second half (fifth through seventh sheet) of the Rome 
rol contain slightly different paper sizes and quality, painting and writing styles, and appearances in the lining. In 
addition, the four sheets of the first half, a fragment from the surface of the paining was found attached to th 
backside of another shet. It is likely that at some point in history, the first four sheets had been unbound from th 
rol and stacked for storage (first sheet on top, then fourth, second, and third). Presumably, the second h a l 「 wa
latcr added and al the sheets were reassembled into a scrol format. However, the differences in the painting and 
writing styles between the first and second halves are not great enough to suggest a large gap in their dates or 
reation. A sequel to the first half or a faithfol reproduction thereof was likely to have been used as rcfercncc in 
creating the second half. 
Translated by Amy McCaleb (Urban Connections) 
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